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当
協
会
は
７
月
27
日
㈪
、

県
庁
に
て
県
の
医
療
に
関
す

る
要
請
と
懇
談
を
行
い
ま
し

た
。
県
は
野
原
勝
保
健
福
祉

は  

り

　
未
来
の
医
療
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
？
今
回
の
コ
ロ
ナ
危
機
の

中
で
、
キ
ュ
ー
バ
は
世
界
に
医

療
団
を
派
遣
し
た
こ
と
を
知
っ

た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
が
始
ま
っ
て
以
降
、
キ
ュ
ー

バ
は
こ
れ
ま
で
に
医
師
や
看
護

師
ら
計
１
４
５
５
人
を
21
か
国

に
送
り
出
し
た
。
中
南
米
・
カ

リ
ブ
海
諸
国
が
中
心
だ
が
、
イ

タ
リ
ア
に
も
３
月
下
旬
以
降
計

90
人
を
派
遣
し
た
。
14
年
の
人

口
１
０
０
０
人
当
た
り
の
医
師

数
は
７
・
５
人
で
、
米
国
（
２
・

６
人
）
や
日
本
（
２
・
３
人
）

を
上
回
る
。（
５
月
２
日
の
読

売
新
聞
か
ら
抜
粋
）

　
コ
ロ
ナ
危
機
の
中
で
、
日
本

の
医
療
制
度
の
脆
弱
性
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。
日
本
よ
り
は

る
か
に
低
収
入
の
人
が
多
い
の

に
関
わ
ら
ず
、
キ
ュ
ー
バ
で
は

充
実
し
た
医
療
が
存
在
す
る
。

わ
れ
わ
れ
は
医
療
制
度
に
つ
い

て
は
キ
ュ
ー
バ
か
ら
大
い
に
学

ぶ
べ
き
だ
。
医
療
従
事
者
を
今

の
３
倍
を
目
標
に
育
成
。
公
的

医
療
機
関
の
充
実
。
予
防
医
学

の
充
実
。
営
利
目
的
の
医
療
禁

止
。
公
営
製
薬
会
社
の
充
実
。

窓
口
負
担
を
ゼ
ロ
に
。
こ
れ
ら

は
す
で
に
キ
ュ
ー
バ
で
実
現
し

て
い
る
。
そ
の
気
に
な
れ
ば
医

師
の
育
成
に
は
さ
ほ
ど
金
は
か

か
ら
な
い
こ
と
を
キ
ュ
ー
バ
が

教
え
て
く
れ
る
。

  

話
は
違
う
が
、自
衛
隊
は
い
っ

そ
の
こ
と
災
害
救
助
隊
に
変
更

し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
？
そ
し
て

世
界
中
ど
こ
に
で
も
、
支
援
を

す
る
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
北
朝
鮮

や
中
国
も
。
日
本
が
医
療
や
災

害
に
つ
い
て
先
進
国
に
な
り
、

国
境
を
超
え
て
支
援
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
武
器
は
い
ら
な
く

な
る
は
ず
だ
。　
　
　
（
岩
見
）

（
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
免
除
に
つ
い
て
）

１
、
２
０
２
１
年
１
月
以
降
も
、
被
災
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
の
免
除
を
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。

２
、
被
災
さ
れ
た
全
て
の
方
の
医
療
費
窓
口
負
担
免
除
に
係
る
費
用
の
全
額
を
国
が
補
助
す
る
よ

う
、
国
に
要
望
し
て
下
さ
い
。

（
生
活
保
護
の
医
療
要
否
意
見
書
の
返
信
費
用
に
つ
い
て
） 

１
、
医
療
要
否
意
見
書
の
用
紙
を
医
療
機
関
に
郵
送
す
る
際
は
、
宛
名
記
入
済
み
の
返
信
用
封
筒

ま
た
は
着
払
い
の
宛
名
記
入
済
み
宅
配
便
発
送
伝
票
を
同
封
し
、
返
送
に
か
か
る
費
用
は
福
祉

事
務
所
が
負
担
し
て
下
さ
い
。

（
難
病
診
断
書
料
の
助
成
に
つ
い
て
） 

１
、
難
病
患
者
が
経
済
的
負
担
な
く
診
断
書
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
診
断
書
料
を
助
成
し
て

く
だ
さ
い
。

野原勝保健福祉部長（中央）へ要請

県
へ
被
災
者
の
医
療
費
免
除
等
を
要
請

保
健
福
祉
部
長
と
懇
談

部
長
は
じ
め
３
名
が
出
席
、

当
協
会
は
黒
田
康
之
副
会

長
な
ど
６
名
が
出
席
し
ま
し

た
。
要
請
事
項
と
回
答
（
概

要
）
は
次
の
通
り

で
す
。

被
災
者
の
医
療
費

窓
口
負
担
免
除
の

継
続

　

野
原
部
長
は
、

免
除
を
受
け
ら
れ

て
い
な
い
被
災
者

と
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
免
除
を
終

了
す
る
べ
き
と
の

意
見
も
あ
る
。
免

除
を
求
め
る
県
議

会
請
願
が
採
択
さ
れ
た
事
は

重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
市

町
村
の
意
向
も
踏
ま
え
て

判
断
し
た
い
。
免
除
に
係
る

費
用
に
つ
い
て
は
国
に
も
要

望
し
て
い
る
と
回
答
し
ま
し

た
。

生
活
保
護
の
医
療
要
否
意
見

書
の
返
信
費
用

　
医
療
機
関
か
ら
返
信
し
て

も
ら
っ
て
い
る
状
況
は
個
人

的
に
は
心
苦
し
い
と
認
識
し

て
い
る
。
国
は
令
和
２
年
３

月
５
日
の
担
当
者
会
議
で
、

医
療
機
関
に
過
度
な
負
担
を

求
め
な
い
よ
う
福
祉
事
務
所

な
ど
各
実
施
機
関
に
お
い
て

協
議
し
適
切
に
判
断
す
る
よ

う
求
め
て
い
る
。
他
県
の
状

況
や
実
施
方
法
、
予
算
を
勘

案
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

自
治
体
に
よ
っ
て
差
異
が
出

な
い
よ
う
、
自
治
体
と
意
見

交
換
し
て
い
き
た
い
と
述
べ

ま
し
た
。

難
病
の
診
断
書
料
の
助
成

　

令
和
元
年
12
月
の
国
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
、

文
書
料
な
ど
難
病
患
者
の
負

担
軽
減
が
図
ら
れ
る
べ
き
と

の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。

基
本
的
に
は
全
国
的
に
実
施

さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
お

り
、
国
に
働
き
か
け
を
し
て

い
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　
懇
談
で
は
、
黒
田
副
会
長

よ
り
東
日
本
大
震
災
の
復
興

支
援
期
間
が
５
年
延
長
さ

れ
、
１
・
６
兆
円
の
予
算
が

付
い
た
が
、
県
は
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
と
質
問
。
野
原

部
長
は
、
延
長
さ
れ
た
事
は

良
か
っ
た
が
復
興
が
５
年
で

全
て
終
わ
る
と
思
っ
て
い
な

い
。
も
っ
と
長
期
的
な
支
援

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

国
に
は
提
言
し
て
い
き
た
い

と
応
じ
ま
し
た
。
こ
の
他
、

返
信
費
用
や
診
断
書
料
に
つ

い
て
も
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

〈
出
席
者
〉

県
―

野
原　
勝　
保
健
福
祉
部
長

福
士　
昭　
保
健
福
祉
部
健

　
　
　
康
国
保
課
総
括
課
長

阿
部
真
治　
保
健
福
祉
部
地

　
　
　
域
福
祉
課
総
括
課
長

協
会
―

黒
田
康
之
、
坂
正
毅
、
小
山

田
榮
二
、
小
野
寺
け
い
子

各
副
会
長
、
事
務
局
２
名

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
を
踏
ま
え
た
第
２

次
補
正
予
算
で
は
、
医
療
・

福
祉
提
供
体
制
の
確
保
に

２
・
７
兆
円
の
予
算
が
確
保

さ
れ
ま
し
た
が
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
医
療
機
関
へ
の
損

失
補
填
・
財
政
支
援
に
つ
い

て
は
十
分
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
当
会
で
は
、
７
月

17
日
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
登
録
会
員
に

「
全
て
の
医
療
機
関
へ
の
緊

急
財
政
措
置
を
求
め
ま
す
」

緊
急
署
名
を
行
い
、
１
７
９

名
の
先
生
方
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

一
言
欄
に
は
、「
第
２
波

に
備
え
、
医
療
機
関
の
立
て

直
し
は
必
須
で
す
」、「
感
染

者
が
出
て
い
な
く
て
も
、
毎

日
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
対
応
を
し
な
が
ら
、
診
療・

運
営
し
て
い
ま
す
。
危
険
手

当
を
含
め
、
減
収
分
の
補
填

等
、
支
援
金
を
お
願
い
し
ま

す
」、「
患
者
数
減
少
、
感
染

対
策
費
増
加
な
ど
で
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
継
続
困
難
。
こ
れ
以

上
長
引
く
よ
う
な
ら
ば
、
一

度
、
閉
院
を
考
え
て
い
ま

す
」、「
本
気
で
医
療
機
関
を

国
が
守
ら
な
い
と
、
経
営
破

綻
に
よ
る
医
療
崩
壊
が
起
こ

り
、
国
民
の
命
を
守
り
き
れ

ま
せ
ん
」、「
新
規
開
業
で
使

え
る
補
助
制
度
が
な
く
、
資

金
繰
り
が
大
変
で
す
。
当
初

の
予
定
患
者
数
が
達
成
で
き

ず
、
長
期
的
な
展
望
が
不
透

明
で
す
。
廃
業
も
考
え
な
が

ら
過
ご
す
毎
日
で
す
」
な
ど
、

経
営
に
困
難
を
き
た
す
状
況

が
続
い
て
お
り
、
７
月
末
に

感
染
者
が
初
め
て
確
認
さ
れ

暮
ら
し
を
守
る
共
同
を

前
へ
―
国
会
報
告
と
要

望
懇
談
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
医

療
機
関
の
状
況
を
報
告

し
、
黒
田
康
之
、
小
野

寺
け
い
子
副
会
長
が
緊

急
署
名
を
木
戸
口
英
司

参
議
院
議
員
、
高
橋
千

鶴
子
衆
議
院
議
員
、
横

沢
た
か
の
り
参
議
院
議

員
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
署
名
を
８

月
27
日
に
保
団
連
を
通
じ
て

全
国
で
集
約
し
、
１
万
１
６

８
５
筆
を
大
島
敦
衆
議
院
議

員
、
小
池
晃
参
議
院
議
員
に

提
出
し
ま
し
た
。

た
以
後
、
よ
り
深
刻
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
８
月
９
日
㈰
、
ア
イ
ー
ナ

に
て
岩
手
県
革
新
懇
主
催
で

「
―
コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
命
と

緊
急
署
名　

国
会
議
員
に
提
出

要
請
事
項
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アンケート結果の推移

まとめ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　東日本大震災で被災された国保と後期高齢者医療の方の医療費窓口
負担の免除が、本年12月末日で打ち切られる予定です。しかしアンケー
ト結果では、負担が発生した後「これまで通り通院する」との回答は
30.7％にとどまり、「通院の回数を減らす」「通院できない」「分から
ない」との回答は 69.3％に上りました。この背景には、アンケートに
寄せられた意見から、「低い収入、低年金のため生活が苦しいこと」「公
共交通機関の利便性の問題、医療機関が遠方であること等により、バ
スやタクシー利用の経費が高額となること」また、被災された方々の
事情として、「肉親や知人・財産の消失、将来への不安から、窓口負担
免除は経済面や健康面の他に精神面も支えていること」「お金の心配な
く受診できる安心感」「窓口負担の費用を新たな住宅建築など他の支出
に回せること」などが考えられます。
　寄せられた意見を分類すると、最も多かった意見が「免除を続け
て欲しい」31.5％、次いで「低収入・年金のみで生活がたいへん」
15.5％、「免除はありがたい・助かっている」15.2％と続きました。
　災害公営住宅の入居が進んでいますが、家賃の問題が今後の生活不
安の一因にもなっています。一方、現在も応急仮設住宅には 181 名の
方が入居（2020 年 5 月末日時点）しています。復興の進捗も地域に
より大きく異なります。事業所の再開や雇用の確保も道半ばです。新
たな住宅建設には費用もかかります。
　こうした中で窓口負担が発生すれば、必要な受診が妨げられ健康を
さらに悪化させる恐れがあります。

　このようなことから、当面は窓口負担の免除を継続するべきである
と考えます。また、既に免除が打ち切られた社保の方々は、「これまで
通り通院した」は 40.3％にとどまり、55.3％の方が「通院回数を減
らした」「通院できなくなった」と回答しています。意見には「社保も
免除して欲しい」「被災者は平等にして欲しい」との声が寄せられてお
ります。社保の免除打ち切りについて厚生労働省は「収入がある」こ
とを理由にしていますが、被災地においては事業所の再建等が道半ば
であり臨時雇用や低賃金の仕事も多く、その上、被災した住宅ローン
の支払いや、新たな住宅建築への資金確保等も考えれば、窓口負担の
支払いは重い負担となります。社保の免除も復活させるべきです。

　免除にかかる費用について、国は 8 割を補助し、残り 2 割は県と市
町村でまかなっていますが、被災者の多い沿岸部以外の市町村には国
の補助は全くありません。したがって、県は国の支援がない市町村に
対して 9 割、市町村（後期高齢者医療は後期高齢者医療広域連合）が
1 割を負担している状況です。医療保険制度は国の制度であり、国の
責任で免除にかかる費用の全てを補助するべきです。

　当協会は、引き続き被災者の医療費窓口負担免除を求める取り組み
を進めます。今後も、県や国、国会議員等に対して積極的に要望して
参ります。

■　協会ホームページでも情報発信していますので、ぜひご覧下さい。https://www.i-hoken-i.org またはインターネットで「岩手県保険医協会」で検索してください。

厚生局開示資料より

医科「個別指導」における主な指摘事項
　東北厚生局への情報開示請求で入手した資料から、昨年度（2019 年度）
実施され県内の医科医療機関に対する個別指導（既指定）の主な指摘事項
をお知らせします。

診療録・診療に関する事項

◆診療録等
　診療録は、保険請求の根拠となるものなので、医師は診療の都度、遅滞な
く必要事項の記載を十分に行うこと（特に、症状、所見について記載内容の
充実を図ること）。

◆傷病名
⑴　傷病名の記載または入力について、次の不適切な例が認められたので

改めること。
　　「傷病名」欄への記載は、1 行に 1 傷病名を記載すること。
⑵　傷病名を適切に整理していない例が認められた。傷病名は正しい転帰

を付して、適宜整理すること。
⑶　検査、投薬等の査定を防ぐ目的で付けられた医学的な診断根拠のない

傷病名（いわゆるレセプト病名）が認められた。レセプト病名を付けて
保険請求することは、不適切なので改めること。診療報酬明細書の請求
内容を説明する上で傷病名のみでは不十分と考えられる場合には、摘要
欄に記載するか、別に症状詳記（病状説明）を作成し診療報酬明細書に
添付すること。

◆基本診療料
外来管理加算
① 　患者からの聴取事項や診察所見の要点について、診療録への記載がな

いまたは不十分である。
② 　やむを得ない事情で看護に当たっている者から症状を聞いて薬剤を投

与した場合であるにもかかわらず算定している。
③ 　患者本人を直接診察していないものについて算定している。

◆医学管理等
⑴　診療情報提供料Ⅰについて、交付した文書が別紙様式に準じていない。
⑵　診療情報提供料Ⅰについて、次の不適切な例が認められたので改める

こと。
　　　紹介元医療機関への受診行動を伴わない患者紹介への返事について

算定している。
⑶　特定疾患療養管理料について、治療計画に基づく、服薬、運動、栄養

等の療養上の管理内容の要点について診療録への記載がない。

管理・請求事務・施設基準等に係る事項

◆診療録等
　電子的に保存している記録の管理・運用について、次の不適切な事項が

認められたので改めること。「医療情報システムの安全管理に関するガイ
ドライン第 5 版」に準拠していない。

・修正履歴が表示されない。
・運用管理規定に定めているシステムの監査を実施していない。

◆一部負担金等
⑴　一部負担金の受領について、受領すべきものから受領していない。（退

職した職員等）
⑵　一部負担金の受領について、診療録第 3 面（療養担当規則様式第 1 号

⑴の♵の一部負担金と日計表の患者負担金額が相違している。

◆掲示・届出事項等
⑴　届け出している施設基準名を掲示していない。
⑵　明細書の発行状況に関する事項の掲示について、一部負担金等の支払

いがない患者に関する記載がない。
⑶　明細書の発行状況に関する事項の掲示について、会計窓口に明細書の

交付を希望しない場合の掲示がなく、患者の意向が確認できない

◆被災された方の声（一部・詳細は HPに掲載しております）
・ 免除して頂いているのでとても助かり生きられました。心臓も悪くお薬飲
んでいます。82才です。免除されてとても心のゆとりで、こっちに移住し
てきて良かったと思ってます。国と県にとても感謝申し上げます。又、来
年も免除して頂ければとてもうれしいです。誠に有難うございます。

・ 年金を月 4万円ほどしかもらえてなく、食べる事も難しくなっています。
アパート代、生活用品、公共料金など支払ってしまうと手元にお金がなく
なります。医療費が発生すると生活できなくなり大変困難になり不安です。
助けて下さい。高齢で病気ばかりしておりこれからが不安です。国や県は
生活に苦しい人を見極めて本当に苦しい人を助けてほしいです。年金だけ
ではなく補助していただきたいです。よろしくお願い致します。本当に生
きて行くのが大変です。助けて下さい。

・ 数年間病院代助かりました。現在、公営に住んでますが、今日より家賃が
上がります。高齢のため年金生活です。あと一年間でも免除してもらえま
せんか…。公営に住んでいてもいろいろと経費もかかります。せめて医療
費だけでも免除の方をお願いします。免除の停止（終了）となればかなり
の生活苦です。今回も宜しくお願いします。

・ 「いつまでも甘えてばかりいられない」という気持ちはありますが、なくては
ならない支援となっています。できることならあと1年の継続を望みます。



(3)　2020年９月５日 「第三種郵便物認可」 岩 手 県 保 険 医 新 聞 第 528 号

　目　　的： 東日本大震災で被災し、医療費の窓口負担が免除されている方、及び打
ち切られた方の実態を把握するため

　　　　　 〈免　　　　除…国民健康保険（市町村国保）、後期高齢者医療〉
　　　　　 〈免除打ち切り…協会けんぽ等の社会保険（免除は 2012 年 9 月まで）〉
　調査期間： 2020 年 4 月 1 日～ 6 月 10 日
　対象者　： 東日本大震災で被災し、現在通院されている方
　配布先　： 応急仮設住宅、災害公営住宅、会員医療機関等（約 20,000 枚）
　回収枚数： 2,156 通

窓口負担免除の必要性
 （アンケートに寄せられた意見のポイント）

１. 震災後、心身の病気が増えた。体調が悪化した（震災の影響
による体調不良）

２. 低年金、低収入のため生活が苦しい
３. 災害公営住宅の家賃引き上げ、今後の引き上げへの不安
４. 公共交通機関の利便性の問題、高齢で運転できないことなど

により、医療機関への交通費がかかる（バス代、タクシー代）
５. 病気、診療科によっては盛岡など遠方の医療機関を受診して

おり交通費がかかる
６. 物価高、消費増税等による生活不安
７. 自宅再建のための費用、ローンなどの支出がある
８. 国保税、介護保険税等が高い
９. なぜ社保は免除がないのか
10.  新型ウイルスの影響で収入が減少した

窓口負担免除は被災者の生きる支え－
１. 免除への感謝と、免除継続を求める声が多数
２. 免除があったから受診できたとの声が多数
３. 肉親・知人、財産の消失、将来への不安が多い被災者にとっ

て、経済面・健康面はもとより精神面も支えられている
４. お金の心配なく受診できる安心感
５. 窓口負担の費用を住宅建築など他の支出に回せる事

意見分析結果

東日本大震災被災者第10回

医療費窓口負担アンケート集計結果

◆居住する市町村

1 釜石市 475 22.0%
2 宮古市 353 16.4%
3 大槌町 309 14.3%
4 陸前高田市 302 14.0%
5 大船渡市 271 12.6%
6 山田町 196 9.1%
7 盛岡市 92 4.3%
8 野田村 45 2.1%
9 田野畑村 42 1.9%

10 一関市 18 0.8%
ほか 8 市町村 53 2.5%

計 2,156 100.0%

◆居住形態（1つに○）

仮設（みなし含む） 50 2.3%
災害公営住宅 1,640 76.1%
その他（戸建てなど） 464 21.5%
無回答 2 0.1%

計 2,156 100.0%

◆病名

1 高血圧 332 29.2%
2 糖尿病 181 15.9%
3 歯科疾患 147 12.9%
4 高脂血症 47 4.1%
5 脳梗塞 44 3.9%
6 喘息 36 3.2%
7 骨粗しょう症 26 2.3%
8 白内障 21 1.9%
9 緑内障 20 1.8%

10 狭心症 18 1.6%
他の病気の計 264 23.2%

計 1,136 100.0%

【意見の内容別内訳】
　・意見総数 1,171 件
　・複数意見 1,578 件（1 文章に複数の趣旨の

意見がある場合、それぞれカウントした）

免除関連 948 60.1%
生活面 392 24.8%
インフラ 84 5.3%
医療供給体制 39 2.5%
その他 115 7.3%

計 1,578 100.0%

【意見の内訳の詳細】

免除関連

免除を続けて欲しい 497 31.5%
免除はありがたい・助かっている 240 15.2%
免除がないと困る・通院できない・
通院回数を減らす 146 9.3%

社保も免除を・打ち切られて困った・
我慢している 16 1.0%

免除は不要 22 1.4%
その他 27 1.7%

生活面
低収入・年金のみで生活が大変 244 15.5%
家賃・生活費等の出費が大変 79 5.0%
その他・これからの生活が不安だ 69 4.4%

インフラ 交通が不便・交通費がかかる・医療
機関まで遠い 84 5.3%

医療供給体制
医師不足 25 1.6%
診療科目を増やして欲しい 14 0.9%

その他　 115 7.3%
計　 1,578 100.0%

◆医療費の窓口負担が免除されている方へ。来年 1 月から負担が発生した場合、どうするか。（1つに○）

これまで通り通院する 639 30.7%
通院する回数を減らす 784 37.6%
通院できない 455 21.8%
分らない 206 9.9%

計 2,084 100.0%

◆免除が打ち切られた方へ。打ち切り後について。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1つに○）

これまで通り通院した 172 40.3%
通院回数を減らした 156 36.4%
通院できなくなった 81 18.9%
その他 19 4.4%

計 428 100.0%

ご協力の

お礼
会員の先生方へ毎年お願いしております標記のア
ンケート結果がまとまりましたのでお知らせいた

します。今年も 2,000 通を超える回答がございました。こ
れもひとえに会員の先生方のご協力のお陰です。紙面でもお
伝えしている通り、当会では、結果をもとに県議会への請願、
記者発表、県への要請を行っております。会員の先生
方におかれましては、今後とも引き続きよろしくお願
い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1つに○）
その他
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医
科初

・
再
診

Q　

施
設
入
所
の
患
者
に

対
し
て
電
話
再
診
を
し
た

際
、
当
院
の
主
治
医
で
は

な
く
別
の
科
の
医
師
が
療

養
上
の
指
示
を
出
し
た
場

社 保 だ よ り

点数Ｑ＆Ａ
－請求等のご質問について
　調べてお答えしております－

合
、
電
話
再
診
料
は
算
定

可
能
か
。

A　

電
話
対
応
は
主
治
医

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
算
定
可
能
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
場

合
、
カ
ル
テ
に
は
指
示
を

出
し
た
医
師
の
署
名
が
必

要
で
す
。

投
薬

Q　

処
方
せ
ん
の
有
効
期

限
を
切
ら
し
た
患
者
が
再

発
行
を
求
め
て
き
た
が
、

保
険
請
求
可
能
か
。

A　

必
要
が
あ
っ
て
再
度

診
療
を
行
い
再
発
行
す
る

場
合
は
診
察
料
、
処
方
せ

ん
料
等
は
保
険
請
求
可

能
で
す
。
診
療
が
伴
わ
ず

再
発
行
の
み
の
場
合
は
患

者
の
自
費
負
担
と
な
り
ま

す
。

処
置

Q　

訪
問
診
療
を
行
っ
て

い
る
患
者
の
重
度
褥
瘡
処

置
に
つ
い
て
、
①
部
位
ご

と
に
算
定
可
能
か　
②
褥

瘡
が
一
度
改
善
し
た
が
再

度
悪
化
し
た
場
合
は
、
悪

化
し
た
時
点
で
の
起
算
で

良
い
か
。

A　

訪
問
診
療
に
お
い
て

在
宅
管
理
指
導
を
算
定
し

て
い
る
場
合
、
請
求
に
含

ま
れ
る
処
置
が
あ
り
ま

す
。
褥
瘡
処
置
に
つ
い
て

は
新
た
に
異
な
る
部
位
に

対
し
て
重
度
褥
瘡
処
置
を

開
始
し
た
場
合
、
新
た
な

開
始
日
で
算
定
可
能
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
①
異
な

る
部
位
は
そ
れ
ぞ
れ
の
算

定　
②
同
一
部
位
に
対
し

て
２
カ
月
経
過
後
に
急
性

増
悪
に
て
病
名
開
始
さ
れ

て
い
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
起

算
日
と
し
て
よ
ろ
し
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
国
保
連
よ
り
）

特
定
入
院
料

Q　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

に
関
し
て

①　

１
泊
２
日
の
白
内
障

手
術
と
大
腸
ポ
リ
ー
プ
切

除
術
は
、
短
期
滞
在
手
術

等
基
本
料
３
の
算
定
で
、

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
で

の
受
け
入
れ
は
可
能
と
考

え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
入
院
料
は
算
定
し
ま
せ

ん
。

②　

心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ

交
換
や
胃
ろ
う
造
設
目
的

で
の
入
院
の
際
、
地
域
包

括
ケ
ア
病
床
で
受
け
入
れ

可
能
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、

こ
の
と
き
手
術
代+

地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料

の
算
定
が
可
能
と
考
え
ま

す
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う

か
。

③　

小
児
科
の
患
者
に
つ

い
て
地
域
包
括
ケ
ア
病
床

で
受
け
入
れ
、
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
入
院
料
の
算
定

が
可
能
と
考
え
ま
す
が
い

横になって行う筋トレ

　筋力トレーニングの回数は５～ 15 回行って下さい。｢少しきつい｣
～ ｢きつい｣ と感じるレベルが適度です。鍛える筋を意識して呼吸
は止めずに力を入れるときに ｢１、２、３、４、５｣ と声を出して
行いましょう。１～２セットを目安に出来れば毎日行ってください。

② 腹・股関節前

① 太もも後・お尻・腰

① 　上向きに寝て両足を腰幅に開き、
膝を90°に曲げる。
② 　お尻を閉めながら腰を床から5㎝
程浮かし、5秒間キープしてゆっく
り下ろす。

効果　 膝と骨盤を支える

お家で気軽に体操③（全５回）

か
が
で
し
ょ
う
か
。（
特

に
小
児
科
の
患
者
は
除
く

と
い
う
よ
う
な
規
定
は
見

当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
）

Q　
施
設
基
準
に
つ
い
て

④　
「
当
該
病
棟
に
入
棟
し

た
患
者
の
う
ち
、
自
宅
等

か
ら
入
棟
し
た
患
者
の
占

め
る
割
合
」
ま
た
、「
当

該
病
棟
か
ら
退
院
し
た
患

者
数
に
占
め
る
在
宅
等
に

退
院
す
る
も
の
の
割
合
」

に
つ
い
て
、
再
入
院
患
者

で
既
に
起
算
日
か
ら
60
日

を
超
え
て
初
日
か
ら
特
別

入
院
基
本
料
を
算
定
す
る

患
者
は
、
入
院
患
者
の
カ

ウ
ン
ト
に
含
ま
れ
る
と
考

え
ま
す
が
い
か
で
し
ょ
う

か
。

︻
日
　
時
︼

２
０
２
０
年
７
月
14
日
㈫

19
：
30
～
21
：
00

︻
場
　
所
︼

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

盛
岡 

ニ
ュ
ー
ウ
ィ
ン
グ

︻
出
席
者
︼

　
　

役
員
、事
務
局
併
せ
て

21
名

１
、 

２
０
２
０
年
６
月
期
活

動
報
告
並
び
に
２
０
２

０
年
７
～
８
月
期
活
動

計
画
が
承
認
さ
れ
た

２
、 

月
次
会
計
報
告
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
た

３
、 

保
団
連
理
事
会
報
告
、

常
任
理
事
会
だ
よ
り 

７
月

第
21
期
役
員
選
挙
報

告
、２
０
２
０

－

21
年

度
専
門
分
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
た

４
、 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

関
連
の
対
応
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た

５
、 

新
聞
広
告
に
つ
い
て
、

次
回
総
務
会
に
て
決
定

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た

６
、 

個
別
指
導
の
中
止
を
求

め
る
要
請
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た

７
、 

子
ど
も
の
医
療
費
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
依
頼
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
た

A　

①
と
②
は
そ
の
通
り

で
す
。
③
は
可
能
で
す
。

④
入
棟
者
は
カ
ウ
ン
ト
に

含
み
ま
す
。
退
院
者
は
含

み
ま
せ
ん
。

　
（
以
上
、
東
北
厚
生
局
岩

手
事
務
所
よ
り
）

　　　自宅療養にも給付
　～入っていてよかった休業保障～

　当会では、会員の先生が病気やケガでお休みした
際の休業保障を取り扱っております（当会会員の先生だけが入れ
る共済制度です）。
　詳細は同封のチラシに掲載しておりますが、休業保障に加入し
て給付を受けた先生の声をご紹介します。

◆受給してよかったと感じた点
　・給付期間が最長 730 日間 ・掛金が上がらない
　・自宅療養にも給付される ・掛金が安い
　・他の保険と重複して給付される ・75 歳までの長期保障
　・給付金が非課税
◆給付を受けての感想
　・ 肉体的にも精神的にも経済的にも打撃を受けた中で大きな救い

となりました。つくづく加入していてよかったと思いました。
（歯科・開業医）

　・ 代診の先生の給与に充てることができました。（歯科・開業医）
　・ 最近は入院日数の短縮が義務付けられているので、自宅での療

養について保障されるのはありがたいです。（医科・開業医）

現在、申込み受付中です。
　9 ／ 15 ～ 09 ／ 14　（加入日 2020 年 12 月 1 日）
　9 ／ 15 ～ 12 ／ 31　（加入日 2021 年 4 月 1 日）
　9 月 15 日以降につきましては、加入日が来年の 4 月 1 日となり、
お申込日から最長半年以上お待ちいただくことになりますので、早
めのご加入を希望される場合は、お早めにお申し込みください。
　専用パンフレットや申込希望の場合は協会事務局までご連絡お願
いします（Tel 019－651－7341 Mail iwakyou@doc-net.or.jp  また
は協会ホームページ資料請求をご利用ください）。

申込
受付中

・掛金が上がらない
・掛金が安い
・75 歳までの長期保障

① 　上向きに寝て両足を腰幅に開き、
膝を90°に曲げる。
② 　両膝を顔の方へ引きつけて5秒間
キープしてゆっくり下ろす。

効果　 腹筋を鍛え背骨を安定させる

③ お尻の側面
① 　横向きに寝て、下の脚の膝は軽く
曲げ、上の脚は伸ばし、骨盤をやや
前に傾ける。
② 　上の脚のつま先を正面に向けて、
30cm～40cm上げ5秒間キープする。

効果　 骨盤を安定させる
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